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大会名称:第3回国民体育大会バスケツ
，(福井しあわせ元気国体201a し競技会）
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福島

(東北）
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（北海道）

第1ピリオド､両ﾁーﾑﾏﾝﾂーﾏﾝデｲうｴﾝｽでｽﾀーﾄ｡立ち上がり､お互い堅いデｨﾌｪﾝｽで得点が取れない｡先制したのは福島｡＃7,＃13が3
pを決めて6-0とﾘードする｡北海道はｼｭーﾄを狙う戯決まらない.福島は激しいﾘパｳﾝドやルーズボールから得点を狙う｡#1Tがバスケットカウント
を取ったところで､北海道ﾀｲﾑｱｳﾄで立て直しを図るが､15-4､福島ﾘー ドで終了する。
第2ピﾘｵド､北海道はｲﾝｻｲドに攻め入り､フリーｽﾛー､＃4のパｽｹｯﾄｶｳﾝﾄなどで得点する｡福島は､＃7,#10の3P､#5のｽﾃｨーﾙで得
点し､30-19で福島11点のﾘｰドで前半を終了。・・
第3ピリオド､福島は巧みなパスワークから＃9が得点､ハーフのデイナイディフェンスから速い展開で小刻みに得点を重ねる｡北海道はデイワエンスを
オールｺー ﾄに変えて､巻き返しを図る°残り3分､北海道＃5の3連続ゴールで8点墓で終了する。
第4ピﾘｵド､福島は堅いデｨﾌｪﾝｽから速い展開でｼﾕーﾄを決め､引き離しにかかる｡残り4分､3P､2Pが決まり64-44とするが､北海道も#7:#
5の3Pで加点する｡しかし､福島は最後まで確実にｼｭー ﾄを決め､72-64で福島が賎利を収めた。．、、

÷北海道÷福島


